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 要  旨 
 
本研究は、スクリーンリーダーを用いる視覚障害者のウェブアクセシビリティ
を改善するための基礎的な知見を得ることを目指し、ウェブ上のメニュー様の情
報構造を晴眼者がどのように「情報のグループ」と判断しているか、その際に視
覚的なデザインの手がかりがどのような働きをしているかを知ることを目的とし
た。視覚的な手がかりとして、先行研究によって得られた境界条件を知ることの
重要性を利用し、1)背景色、2)境界線を用いて情報のグループに対する効果を調
べた。ウェブサイトを調査し実際に使われているメニュー項目の言語データを取
得したうえで、そのメニュー項目に、1) 妨害要素となる項目を追加したときにど
のようにグループであると識別されるか、2) 視覚手がかりを付与するとその判断
はどのように変化するかを実験した。晴眼の大学生の協力により実験を行い視覚
障害者による実験を行わなかったが、対照提示する実験刺激を視覚手がかりを排
除したシンプルな画面構成にすることによって、視覚障害者がスクリーンリーダ
ーを用いてウェブページにアクセスする場合と似た状況を作り出すことができ
た。 
 
実験の結果、視覚的な手がかり（背景色、または境界線）をメニューの言語デ
ータに付与することによって、視覚的に示された情報のグループ手がかりの外側
にある項目は、手がかりがない場合に比べて、グループの一員とみなされる確率
（グループ構成員度）が低下する可能性が示唆された。このようなことから、文
脈依存の一時的なカテゴリゼーションだけでは曖昧な情報のグループ化が、視覚
手がかりを与えることによってより明確になる可能性があることが分かった。ウ
ェブページのデザイン中に埋め込まれ、HTMLなどでタグ付けされていない視覚手
がかりは、スクリーンリーダーを用いる視覚障害者には利用できない。視覚障害
者が情報のグループを見つける際に、そのような視覚手がかりの代替手段があれ
ば、より効率的にウェブページを閲覧、検索することが可能になると考えられる。
このようにウェブ上の情報を空間的もしくは意味的にグループ化し提示する仕組
みは現在のHTMLにはなく、改善が必要であると考えられる。また、このような問
題が存在することを多くのウェブデザイナーは理解していないため、このような
知見を広げていく意義は大きい。 
 
今後、この研究で行った実験の精度をさらに向上すると共に、視覚的な手がか
りをいかに効率を落とさずに視覚障害者に提示できるかを検討していく必要があ
る。また、そういったシステム・メカニズムの実装へと研究を進めていく必要が
ある。 
 
